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か
を
考
え
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
醸
成
、
業
務
上
の
指
示
や
指
導
、
教
育
の

適
切
な
方
法
を
理
解
し
、
お
互
い
を
尊
重
・

理
解
し
て
パ
ワ
ハ
ラ
を
起
こ
さ
な
い
職
場
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
演
・

質
疑
応
答
を
行
い
研
究
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

本
協
会
会
員
の
交
流
を
図
る
た
め
に
例
年

実
施
し
て
い
る
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
今
年

で
10
回
目
を
迎
え
、
今
回
は
市
原
市
に
あ
る

日
本
初
の
地
質
年
代
名
「
チ
バ
ニ
ア
ン
（
千

葉
時
代
）」
と
命
名
さ
れ
た
「
地
球
磁
場
逆

転
地
層
」
を
見
学
し
た
後
、
夷
隅
郡
大
多
喜

町
へ
移
動
し
「
養
老
渓
谷
の
滝
め
ぐ
り
」
を

計
画
し
、10
月
６
日（
土
）に
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
日
の
雨
か
ら
一
転
良
い
天
気

と
な
り
ま
し
た
。９
時
に
五
井
駅
に
集
合
し
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で
出
発
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
最
初
は
、
チ
バ
ニ
ア
ン
の
見
学

で
す
。
最
寄
り
の
田
淵
会
館
駐
車
場
か
ら

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
厳
し
い
道
の
り
を
経
て
養

老
川
の
川
沿
い
を
20
ｍ
ほ
ど
慎
重
に
歩
く
と

目
的
地
の
「
地
球
磁
場
逆
転
地
層
」
が
出
現

し
ま
す
。
少
し
苔
む
し
た
茶
色
い
崖
が
直
角

に
切
り
立
ち
、
人
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
な

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
崖
の
上
部
に

は
「
地
球
磁
場
逆
転
期
の
地
層
」
の
赤
い
説

明
板
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
崖
に
沿
っ

て
少
し
階
段
を
上
る
と
「
白
尾
凝
灰
岩
層

　

平
成
30
年
７
月
３
日
（
火
）
ホ
テ
ル
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ち
ば「
房
総
の
間
」に
お
い
て
、「
組

合
運
営
・
企
業
経
営
研
究
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
①
「
中
小
企
業
が
取
り
組
む
べ

き
働
き
方
改
革
と
は
」
及
び
②
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
事
例
と
防
止
対
策
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
社
会
保
険
労
務
士
の
浅
山
先
生

に
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

組
合
運
営
・
企
業
経
営
研
究
会

①�

「
中
小
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
働
き
方
改

革
と
は
」

　

労
働
基
準
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
中
小
企
業
に
お
け
る
月
60
時
間
超
の
時

間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
の
見
直
し
、

有
給
休
暇
年
５
日
消
化
の
義
務
化
、
残
業
時

間
の
上
限
規
制
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
導

入
の
努
力
義
務
、
長
時
間
労
働
の
従
業
員
に

対
す
る
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
他
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関
す

る
法
改
正
や
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
つ
い
て
も
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。最
後
に
、

実
務
上
の
注
意
点
と
し
て
、
労
働
時
間
の
管

理
等
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

②
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
と
防
止
対
策
」

　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
、
パ
ワ
ハ

ラ
行
為
の
類
型
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
現
状
、
パ
ワ

ハ
ラ
行
為
者
の
責
任
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
な
ぜ
パ
ワ
ハ
ラ
が
起
き
て
し
ま
う
の

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

チ
バ
ニ
ア
ン(

地
球
磁
場
逆
転
地
層)

と
養
老
渓
谷
滝
め
ぐ
り
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く
れ
る
ガ
イ
ド
は
居
ま
せ
ん
が
、
説
明
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
後
、
養
老
渓
谷
に
移
動
し
、
滝
見
苑

け
ん
こ
う
村
の
敷
地
内
に
あ
る
滝
め
ぐ
り

コ
ー
ス
（
満
願
成
就
池
、
知
恵
の
穴
、
金
神

の
滝
等
）
を
散
策
し
ま
し
た
。
落
差
35
メ
ー

ト
ル
の
金
神
の
滝
等
約
30
分
で
回
れ
る
コ
ー

ス
で
途
中
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
有
り
休
み
の

日
に
は
大
変
賑
わ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
昼
食
は
滝
見
苑
け
ん
こ
う
村
の

「
旬
味
処
大
多
喜
」
に
お
い
て
、
ご
り
や
く

御
膳
を
い
た
だ
き
お
座
敷
で
し
ば
ら
く
休
憩

を
取
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
合
流
し
、「
養

老
渓
谷
滝
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
を
散
策
し
ま
し

た
。
前
日
の
雨
で
水
量
が
増
し
迫
力
の
あ
る

滝
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。粟
又
の
滝
、

川
沿
い
遊
歩
道
散
策
、
千
代
の
滝
、
子
宝
も

（Byk-E

）」
と
書
か
れ
た
説
明
板
が
あ
り
、

こ
の
地
層
は
77
万
年
前
の
長
野
県
の
古
御
岳

火
山
の
噴
火
の
際
に
海
に
堆
積
し
た
火
山
灰

層
で
、
そ
の
後
隆
起
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
説
明
板
の
隣
に
は
赤
、
黄
、
緑
の

杭
が
打
た
れ
て
い
ま
す
。
最
下
部
の
赤
の
杭

の
部
分
は
磁
場
が
逆
転
し
て
い
た
時
代
の
地

層
で
す
。
上
部
の
緑
の
杭
の
部
分
は
現
在
と

同
じ
磁
場
の
時
代
、
黄
色
は
そ
の
中
間
で
磁

場
が
不
安
定
だ
っ
た
時
代
の
地
層
で
す
。
地

球
46
億
年
の
歴
史
の
中
で
磁
場
逆
転
が
何
度

か
起
こ
っ
て
お
り
、
77
万
年
前
の
最
後
の
磁

場
逆
転
の
痕
跡
が
こ
の
地
層
に
は
っ
き
り
と

残
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
、
チ
バ
ニ
ア
ン
の

案
内
人
は
育
成
中
と
の
こ
と
で
説
明
を
し
て

【
組
合
概
要
】

　

所
在
地
：�

千
葉
市
中
央
区
中
央
港
１
丁
目

16
番
12
号

　
　
　
　
　

千
葉
県
税
理
士
会
館
１
階

　

電　

話
：�

０
４
３
（
２
４
７
）
６
２
５
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：�

０
４
３
（
２
４
７
）
６
５
６
８

　

設　

立
：
平
成
17
年
３
月
１
日

　

理
事
長
：
花
嶋　

実

　

出
資
金
：
２
，
０
８
４
万
円

　

組
合
員
：
２
，
０
４
７
名

　
　
　
　
　
（
内
法
人
数
１
３
４
法
人
）

　

業　

種
：�

税
理
士
業
務

　

事
務
局
：
６
名

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：�http://w

w
w
.chiba-zeikyo.

or.jp/
【
設
立
】

　

千
葉
県
の
税
理
士
で
組
織
す
る
千
葉
県

税
理
士
会
は
、
平
成
13
年
４
月
に
税
理
士

法
に
基
づ
き
東
京
地
方
税
理
士
会
か
ら
分

離
・
独
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
当
時

は
県
内
の
税
理

士
が
加
入
す
る

組
合
は
東
京
地

方
税
理
士
協
同

組
合
（
神
奈
川

県
・
山
梨
県
・

千
葉
県
に
登
録

す
る
税
理
士
）

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千
葉
県
税
理
士

会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
ひ
と
つ
の
税
理
士
会

に
ひ
と
つ
の
税
理
士
組
合
を
」
と
い
う
機
運

が
高
ま
り
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
共

同
経
済
事
業
を
通
じ
て
組
合
員
の
資
質
の
向

上
と
経
営
の
合
理
化
、
経
済
的
地
位
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
協
同
組
合

の
設
立
を
検
討
し
、
４
年
後
の
平
成
17
年
３

月
１
日
組
合
員
50
名
で
千
葉
県
税
理
士
協
同

組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
９
月
か

ら
は
、
事
業
主
で
な
い
税
理
士
に
も
当
組
合

の
事
業
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
賛

千
葉
県
税
理
士
協
同
組
合

�

事
務
局
長
　
大
森
政
己

新規会員の
ご紹介

み
じ
、
見
返
り
の
滝
、
水
月
寺
、
粟
又
の
滝

展
望
台
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
疲
労
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
ガ
イ
ド
さ
ん

の
励
ま
し
の
歌
声
に
も
足
は
進
ま
ず
後
半
は

見
学
も
せ
ず
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
に
助
け

を
求
め
る
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
本

当
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
で
癒
さ
れ
る
予
定
で

し
た
が
癒
さ
れ
た
の
か
は
聞
く
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
終
了
後
、
皆
さ
ん
元
気
が
復

活
し
、千
葉
駅
に
も
ど
り
二
次
会
（
反
省
会
）

を
行
い
ま
し
た
。

組合事務所
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明
し
連
携
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
に
移
り
、「
組
合

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
参
加
さ
れ
た
事

務
局
責
任
者
の
方
々
よ
り
発
表
し
て
頂
き
情

報
交
換
を
行
い
検
討
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

㈲
バ
リ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
取

締
役
の
安
藤
孝
先
生
に
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、
中
小
企
業
の
業
況
に
つ
い
て

は
穏
や
か
な
景
気
回
復
傾
向
が
続
い
て
い
る

が
、
中
小
企
業
の
労
働
生
産
性
は
低
く
生
産

性
向
上
は
我
が
国
の
重
要
課
題
だ
と
し
て
、

労
働
生
産
性
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
一
番
の
注
目

点
と
し
て
、
企
業
（
組
合
員
）
の
経
営
計
画

策
定
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
等
経
営
力
強
化

法
に
基
づ
く
経
営
力
向
上
計
画
に
つ
い
て
概

要
と
申
請
す
る
こ
と
に
よ
る
企
業
の
メ
リ
ッ

ト
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
の
中

期
経
営
計
画
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
組
合

等
活
路
開
拓
事
業
に
よ
る
計
画
づ
く
り
に
つ

い
て
事
例
を
基
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
企
業
間
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

　

11
月
５
日
（
月
）
に
本
協
会
、
千
葉
県
中

小
企
業
組
合
士
会
、
千
葉
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
と
の
共
催
に
よ
る
組
合
活
性
化
策
等

検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
演
と
意
見
交
換
会
の
形
で
実

施
し
ま
し
た
。
講
演
と
し
て
「
共
同
事
業
の

充
実
・
強
化
に
向
け
て
～
中
期
経
営
計
画
と

連
携
に
よ
る
生
産
性
向
上
～
」
を
テ
ー
マ
に

講演

意見交換会

組
合
活
性
化
策
等
検
討
会

視
察
研
修

及
び
忘
年
会

　

12
月
５
日
（
水
）
に
、
本
協
会
と
千
葉
県

中
小
企
業
組
合
士
会
と
の
合
同
に
よ
る
「
組

合
・
企
業
視
察
研
修
」
を
開
催
し
、
船
橋
市

に
あ
る「
船
橋
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
」

及
び
市
川
市
に
あ
る
「
千
葉
県
立
現
代
産
業

科
学
館
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

船
橋
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
の
視
察

で
は
、
飯
ヶ
谷
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

き
、
金
子
事
務
局
長
よ
り
組
合
概
要
、
事
業

内
容
、
組
合
の
抱
え
る
課
題
と
対
応
に
つ
い

て
ご
説
明
を
頂
い
た
後
、
組
合
施
設
に
つ
い

て
ご
案
内
を
頂
き
な
が
ら
見
学
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

千
葉
県
立
現
代
産
業
科
学
館
の
視
察
で

は
、
実
験
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
「
放
電
実
験
」

を
体
験
し
、
そ
の
後
、
１
階
と
２
階
に
「
現

助
会
員
制
度
を
設
け
、
平
成
30
年
３
月
末
現

在
の
組
合
員
数
は
２
，
０
４
７
名
、
賛
助
会

員
１
５
７
名
で
構
成
す
る
大
規
模
な
組
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
組
織
】

　

当
組
合
の
役
員
は
理
事
36
名
・
監
事
３
名

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
①
総
務
部
②
経
理
部 

③
購
買
部 

④
開
発
部 
⑤
教
育
情
報
部 

⑥

教
育
研
修
部 

⑦
共
済
部 

⑧
全
税
共
事
業
推

進
部 

⑨
厚
生
部 

⑩
松
戸
出
張
所
が
組
織
さ

れ
、
各
部
会
議
に
お
い
て
事
業
運
営
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
組
合
事
業
】

　

主
な
組
合
事
業
と
し
て
は 

①
組
合
員
の

経
営
向
上
の
た
め
の
教
育
研
修
事
業 

②
組

合
員
に
有
益
な
情
報
を
発
信
す
る
教
育
情
報

事
業 

③
組
合
員
及
び
会
計
事
務
所
職
員
を

守
る
た
め
の
団
体
保
険
等
を
推
進
す
る
共
済

事
業 

④
税
理
士
の
関
与
先
の
企
業
防
衛
を

推
進
す
る
全
税
共
事
業 

⑤
税
理
士
会
会
員

に
よ
る
厚
生
事
業
（
ゴ
ル
フ
大
会
・
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
・
テ
ニ
ス
大
会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
等
） 

⑥
書
籍
・
文
具
の
斡
旋
や
提
携
企

業
が
取
り
扱
う
サ
ー
ビ
ス
の
斡
旋
を
推
進
す

る
購
買
事
業
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

千
葉
と
松
戸
の
組
合
事
務
局
内
で
、
業
界
の

専
門
書
籍
を
取
り
扱
う
直
営
売
店
を
営
業
し

て
い
ま

【
組
合
事
務
局
か
ら
一
言
】

　

こ
の
度
事
務
局
責
任
者
協
会
に
加
入
い
た

し
ま
し
た
千
葉
県
税
理
士
協
同
組
合
の
大
森

と
申
し
ま
す
。
当
組
合
は
今
年
で
設
立
14
年

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
全
国
に
32
あ
る
税
理

士
協
同
組
合
の
中
で
も
一
番
新
し
く
認
可
さ

れ
た
組
合
で
す
、
ま
た
、
県
内
全
域
で
２
千

名
を
超
え
る
税
理
士
・
会
計
事
務
所
を
対
象

に
し
て
、
男
性
３
名
・
女
性
３
名
の
職
員
で

事
務
局
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
職
員

は
皆
組
合
の
経
験
が
浅
く
、
ま
だ
ま
だ
十
分

な
事
務
局
機
能
を
果
た
せ
て
い
な
い
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
全
国
の
税
理
士
協
同
組
合
に

か
か
わ
る
者
同
士
で
業
務
に
関
す
る
情
報
を

共
有
す
る
会
議
は
年
に
数
回
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
業
種
の
異
な
る
協
同
組
合
の
皆
様
と
情

報
交
換
を
行
う
機
会
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
新
し
い
交
流
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
新
参
者
で
す
が
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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代
産
業
の
歴
史
」、「
先
端
技
術
へ
の
招
待
」、

「
創
造
の
広
場
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
常
設

展
示
さ
れ
て
い
る
展
示
物
を
見
学
し
ま
し

た
。

事
務
局
及
び
会
員
か
ら
の

イ
ベ
ン
ト
・
行
事
等
の
ご
案
内

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素

よ
り
本
協
会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

去
る
10
月
20
日
、
広
報
事
業
の
充
実
を
図

る
た
め
、
会
員
の
皆
様
に
広
報
事
業
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂
い
た
本
協
会
会
員
組
合

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
等
を
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

会
員
組
合
行
事
等

●
千
葉
県
貿
易
協
同
組
合
：
12
月
21
日
～
１

月
14
日
「
成
田
空
港
内
年
末
年
始
セ
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
小
湊
妙
の
浦
遊
覧
船
協
業
組
合
：
１
月

１
日
「
初
日
の
出
船
」
６
時
30
分
頃
出
航

し
ま
す
。
１
月
18
日
「
鯛
供
養
弁
天
祭
り
」

９
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
本
組
合
Ｈ
Ｐ
（https://

tainoura.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
臼
井
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
同
組

合
：
３
月
19
日
～
24
日
「
35
周
年
誕
生
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。４
月
29
日「
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
ベ

ビ
ー
ダ
ン
ス
他
）」
を
開
催
し
ま
す
。

●
茂
原
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
：
４
月
14
日

又
は
21
日
「
第
７
回
も
ば
ら
オ
ロ
シ
テ
ィ
ま

つ
り
」
を
開
催
予
定
。

●
柏
駅
前
第
一
商
業
協
同
組
合
：
９
月
下
旬

「
創
業
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
野
田
工
業
団
地
協
同
組
合
：
10
月
中
旬「
野

田
市
産
業
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
船
橋
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
：
中
央

会
の
補
助
事
業
を
活
用
し
「
セ
ク
ハ
ラ
」「
パ

ワ
ハ
ラ
」「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
の
講
習

会
を
10
月
～
12
月
の
３
回
に
分
け
開
催
し
ま

す
。

●
千
葉
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
：
組
合
Ｈ
Ｐ
（https://www.yado.or.jp

）

「
千
葉
に
泊
ま
ろ
う
」
に
て
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
も
遠
慮
な
く
来
て
い
た
だ
き
た
い
宿

「
ハ
ー
ト
フ
ル
な
宿
」
を
発
信
中
。

事
務
局
責
任
者
協
会
主
催
行
事

役
員
会
：
平
成
31
年
1
月
11
日
（
金
）
ホ
テ

ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

第
12
回
通
常
総
会
：
平
成
31
年
2
月
13
日

（
水
）
15
時
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張

千
葉
県
中
央
会
主
催
行
事

　
「
平
成
31
年　

中
小
企
業
団
体
千
葉
県
新

春
交
流
会
」
を
１
月
25
日
（
金
）、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張
に
お
い
て
開
催
し
ま

す
。
多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
会
員
組
合
に
関
す
る
様
々
な
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
だ
け
で
は
な
く
、

各
組
合
で
提
供
で
き
る
役
務
、
サ
ー
ビ
ス
等

の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
情
報
提
供
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
（
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

�

経
営
支
援
部　

東
）

　

終
了
後
に
は

船
橋
市
の
東
魁

楼
本
館
に
お
い

て
千
葉
県
中
小

企
業
組
合
士
会

と
合
同
の
忘
年

会
を
開
催
し
、

各
組
合
関
係
の

事
務
局
の
方
々

と
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
協
会
の
視

察
研
修
は
今
回

で
11
回
目
と
な

り
ま
す
。
毎
年
、
師
走
の
お
忙
し
い
時
期
で

の
開
催
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
だ
参
加
さ

れ
た
こ
と
の
な
い
会
員
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
是
非
、
来
年
度
以
降
ご
参
加
を
検
討
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
協
会
の
会
員
の
皆
様
方
に

様
々
な
事
業
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
頂
け

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


